
























































に入学した頃， fjlJ京豊助教授(後に学長)のほん訳されたグリッフィス CDanielE. Griffiths) 
の「教育行政の理論JCAdministrative Theory， 1959)の影響もあり， さらには著名な経営学





シカゴ大学のトーマス教授 CJamesAlan Thomas)の¥¥The Productive School， 1971 /1 を
読んでいたところ， その序文で¥¥This ideas that are presented in this book come from 
many sources， while I was at Stanford University I fel under the infuence of Herbert 























教授と教育史のマ yコール準教授 (RobertLawrence McCaul， Jr.，)がスタンフォード大学の
タイヤソク教授 (DavidB. Tyack)が最適だ、と教えてくれた。数年後， タイヤ y ク教授の下で
教育経営の歴史的研究をすることになったが，アメリカと日本の教育の研究で最も違う点は，ア
メリカの研究者は徹底的に Whyを追求するということであった。筆者に対してタイヤ yク教授











てながら，ハーバード大学教育学部のガ y トマン・ライブラリー (GutmanLibrary)を訪れた。
この図書館には，筆者が教育経営の歴史的研究をするうえで中心的な人物であるハリス (Willam























E. Callahanの¥¥The Cult of Efficency，A Study of the Social Forces that have shaped 
the Administration of the Public Schools.， 19621/ )に依存した結果である。外国の文献が
どのような文脈で書かれているかを全く疑わず，盲呂的に信頼し，それを訳して紹介するか，あ
るいは自分の考えのような装いでもって論文を書くという態度は改められなければならない。
(2)の問題を解明するために最大のヒントになったのが， クレミン (LawrenceA. Cremin) の
「学校の変貌J(The Transイormationof the School ; Progressivism in American Education.， 
1876-1957， 1964)を読んでいた特に偶然、出会った以下の文章であるO
Harris the administrator， however much the practical man， was ulti-mately guided 
by Harris the theorist. Like his counterparts in New York， Boston， Philadelphia， and 
Chicago， his concerns began and ended with the ever-pressing problem of numbers. (4) 
? 。
『学校経営研究』第18巻 1993

























J)ベリ (SamuelS. Oliveri) の未公子IJ学位論文、、 SomeSignificant Events in the Growth 
and Development of Public Education in the City of St. Louis. Ph. D. dissertation 
Washington University， 1950)に書いてあった (5)のだが，その論文の注にあるセントルイス
市教育委員会報告書 (AnnualReport of the General Superintendent of the St. Louis 








たからである。すなわち， 1850年に1.000分の lのlパーセントの10分の 1，1856年までに 1パー
































































ふまえて教育経営論を展開したグ 1)"/フィスの理論があるO 論理実証主義による日的所与論， さ
らにはそのような科学観に立脚する経営論で教育経営学に取り入れられたものとして， ワイク
青木 薫;教育経営についての個人的考察
(Karl E. Weick)のルース・カップリング論，マーチ (JamasG. March)のゴミ箱モデノレ，
ローレンスとローシュ (Lawrence，P. and J. W. Lorsch)の条件適応理論ハーシーとブランチヤー
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